
子
ど
も
医
療
費
の
　
　
　

無
料
化
を

問
　
　

　
　
　

　
子
ど
も
医
療
費
無
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一 般 質 問

水
た
ま
り
が
数
箇
所
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
利
用
者
か
ら
﹁
早
期
に

舗
装
整
備
を
し
て
﹂
と
の
要
望
が

あ
る
の
で
促
進
を
。

救
急
電
話
相
談
・
＃
八
〇
〇
〇
に

つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
周
知
し

ま
す
。

リ
バ

ス
モ

ゲ

ジ
　

制
度
の
導
入
を

問
　
　

五
十
嵐
　

　
高
齢
者
の
自
立

し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
市

独
自
の
制
度
と
し
て
長
期
生
活
支

援
資
金
貸
付
︵
リ
バ
ー
ス
モ
ー

ゲ
ー
ジ
︶
制
度
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
　
現
在
、
当
市
に
お
け
る
リ

バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

し
て
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
制
度

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
本
年
四
月

か
ら
生
活
保
護
法
の
要
保
護
世
帯

に
対
す
る
貸
付
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
市
独
自
の
制
度
は
現
在

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
を
と
ら
え
な
が
ら

必
要
性
を
見
守
り
、
十
分
に
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

介
護
保
険
料

利
用
料
の
　

市
独
自
の
減
免
策
を

問
　
　

鈴
木
　

　
昨
年
四
月
か
ら
介

護
保
険
が
第
三
期
事
業
と
し
て
始

ま
り
、
合
併
後
の
制
度
統
一
と
合

わ
せ
保
険
料
も
値
上
げ
と
な
っ

た
。
住
民
税
な
ど
相
次
ぐ
値
上
げ

子
ど
も
医
療
費
無
料
　
　

制
度
の
年
齢
の
拡
大

問
　
　

前
原
　

　
現
在
、
市
で
は
小

学
校
入
学
前
ま
で
が
無
料
。
来
年

度
、
県
で
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ

る
と
、
市
の
財
政
の
み
で
行
な
わ

れ
て
い
る
財
政
負
担
が
少
な
く
な

る
。
そ
の
分
で
小
学
校
卒
業
ま
で

無
料
化
を
。

答
　
六
年
生
ま
で
拡
大
す
る
と
、

全
体
で
三
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
必

要
に
な
り
ま
す
。

問
　
年
齢
が
高
く
な
る
と
、
乳
幼

児
と
違
っ
て
病
院
に
か
か
る
件
数

は
減
る
。
子
育
て
支
援
策
と
し
て

要
求
が
強
い
。

答
　
重
要
な
施
策
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
財
政
の
推
移

を
見
な
が
ら
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

答
　
東
武
鉄
道
と
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
協
定
書
を
結
ん
で
、
年
度

内
に
は
整
備
を
進
め
た
い
。

福祉

ど
こ
ま
で
で
き
る
か

　
　
　
　
福
祉
の
充
実

小
児
救
急
医
療
体
制
の
　

拡
充

問
　
　

足
立
　

　
小
児
科
病
院
の
不

足
が
子
育
て
不
安
を
増
大
さ
せ
て

い
る
。
県
立
小
児
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
を
、
ふ
じ
み
野
市
を
含
む
西

部
医
療
圏
に
誘
致
す
る
こ
と
や
、

休
日
急
患
診
療
所
で
の
小
児
科
対

応
の
拡
充
な
ど
、
医
療
面
で
の
子

育
て
支
援
を
図
る
べ
き
だ
。

答
　
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
を
県
に

伝
え
ま
す
。
休
日
診
療
所
の
小
児

科
医
不
足
は
、
内
科
医
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
県
の
小
児

の
中
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
や
市

独
自
の
減
免
制
度
の
設
置
、
保
険

料
の
段
階
区
分
の
多
段
階
化
が
必

要
と
考
え
る
が
。

答
　
平
成
十
八
年
か
ら
二
十
年
の

三
カ
年
の
事
業
計
画
を
も
と
に
推

計
し
、
保
険
料
は
基
準
額
で
三
、
六

〇
〇
円
︵
月
額
︶
と
し
ま
し
た
。
減

免
に
つ
い
て
は
、
災
害
な
ど
特
別

の
事
情
が
発
生
し
た
と
き
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
生
活
困
窮
者
を
含
む
市
と

し
て
の
減
免
制
度
を
平
成
十
九
年

度
中
に
つ
く
る
た
め
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
後
期
　

高
齢
者
医
療
の
改
善
を

問
　
　

新
井
　

　
市
独
自
で
低
所
得

者
へ
の
軽
減
策
や
、
対
象
者
に
制

度
の
周
知
を
す
べ
き
だ
。

答
　
市
独
自
の
軽
減
策
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
市
民
に
は
、
市
報
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
説
明
会
な
ど
で
知

ら
せ
ま
す
。

六
十
五
歳
医
療
費
助
成
の

復
活
を

問
　
　

塚
越
　

　
昨
年
十
二
月
に
廃

止
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
医
療
費
助
成
制
度
の
復
活
を

す
べ
き
だ
。
高
齢
者
世
帯
が
生
計

紙芝居大好き

料
化
を
段
階
的
に

推
進
し
て
は
ど
う

か
。

答
　
市
と
し
て
対

象
年
齢
拡
大
は
、

子
育
て
支
援
の
一

施
策
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
ま

す
。
財
政
負
担
も

増
加
す
る
た
め
、

現
状
で
は
拡
大
は

難
し
い
状
況
で

す
。
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道
路
体
系
、
交
通
体
系
を
検
討
し

拡
幅
整
備
の
必
要
性
を
検
討
し
た

い
。川

崎
地
区
の
　
　
　
　
　

交
通
安
全
対
策
を

問
　
　

岩
崎
　

　
川
崎
地
区
の
第
六

児
童
館
と
葦
原
中
の
間
の
道
路
は

狭
い
た
め
、
子
ど
も
の
通
学
に
大

変
危
険
だ
。
学
校
や
幼
稚
園
が
あ

る
の
で
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
道
路
を
横
断

す
る
所
に
、
危
険
を
知
ら
せ
る
回

転
灯
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
大
型
車
の
規
制
が
で
き
な
い

か
。

答
　
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

る
の
で
、
地
元
と
し
て
は
旧
給
食

セ
ン
タ
ー
は
早
く
取
り
壊
し
て
も

ら
い
た
い
。
車
の
す
れ
違
い
が
で

き
な
い
の
で
、
待
避
所
を
確
保
す

る
な
ど
段
階
的
に
道
路
整
備
を
進

め
る
べ
き
だ
。

答
　
道
路
計
画
の
確
定
と
同
時

に
、
速
や
か
に
取
り
壊
し
ま
す
。

旧
給
食
セ
ン
タ

に
　
　

隣
接
の
市
道
整
備
は

問
　
　

田
村
　

　
旧
給
食
セ
ン
タ
ー

と
旧
教
職
員
住
宅
と
隣
接
す
る
ク

ラ
ン
ク
の
市
道
に
つ
い
て
の
方
向

性
は
。

答
　
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
に
満
た

な
い
箇
所
が
多
い
で
す
。
こ
の
道

路
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
、
土
地

利
用
も
考
え
富
士
見
市
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
段
階
的
な
整
備
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤
間
北
野
歩
道
橋
の
　
　

安
全
管
理
の
強
化
を

問
　
　

岸
川
　

　
藤
間
北
野
歩
道
橋

を
自
転
車
で
通
れ
る
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。
藤
間
北
野
歩
道
橋
の

密
室
化
等
の
防
犯
上
の
改
善
と
安

全
管
理
の
強
化
を
。

答
　
一
月
に
川
越
市
と
協
議
し
ま

し
た
。
鉄
具
の
修
繕
の
見
積
も
り

の
提
示
が
東
武
鉄
道
か
ら
来
ま

か
す
が
保
育
園
近
辺
の
　

交
通
安
全
対
策
を

問
　
　

山
口
　

　
丸
山
の
踏
切
か
ら
、

か
す
が
保
育
園
の
区
間
は
歩
道
が

わ
ず
か
で
、
歩
行
者
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
状
況
が
長
期
に
続
い
て

い
る
。
交
通
安
全
の
緊
急
対
策
と

抜
本
的
方
針
を
早
急
に
確
立
す
べ

き
。

答
　
指
摘
の
県
道
東
大
久
保
・
ふ

じ
み
野
線
の
箇
所
に
、
歩
道
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

県
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

児
童
の
交
通
安
全
対
策

問
　
　

高
畑
　

　
登
校
時
の
児
童
の

安
全
対
策
上
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

答
　
上
野
台
団
地
の
建
て
替
え
工

事
等
に
よ
り
、
登
校
時
の
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
が
大
変
危
険
な
状

態
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
県

道
の
歩
道
整
備
が
早
期
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
県
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

旧
大
井
給
食
セ
ン
タ

付

近
の
狭
い
市
道
の
拡
幅
を

問
　
　

塚
越
　

　
防
犯
上
問
題
が
あ

す
。
見
積
も
り
の
提
示
が
あ
り
次

第
予
算
計
上
し
て
、
審
議
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
間
北
野
歩
道
橋
の
　
　

全
面
改
修
を

問
　
　

岩
崎
　

　
藤
間
北
野
歩
道
橋

は
、
東
西
を
歩
行
者
が
横
断
す
る

の
に
利
用
し
て
い
る
が
、
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
、
将
来
は
全
面
改

修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
川
越
市
、
東
武
鉄
道
と
話
し

合
っ
て
、
腐
食
の
部
分
の
改
修
や
、

街
灯
の
設
置
な
ど
を
進
め
る
よ
う

に
し
た
い
。

や
さ
し
い
道
路
づ
く
り

と
は

問
　
　

五
十
嵐
　

　
歩
道
整
備
に
当

た
っ
て
、
福
祉
的
な
面
を
考
慮
し

た
﹁
や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
﹂
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
　
二
十
一
世
紀
の
時
代
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
時
代
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
歩
道
の
整
備
や
改
修

を
行
な
う
と
き
は
、
福
祉
関
係
団

体
な
ど
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
歩
道
の
段
差
解
消
を
は
じ
め

と
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備
を

問
　
　

小
峰
　

　
川
越
街
道
の
歩
道

拡
幅
整
備
に
伴
い
、
環
境
面
、
財

政
の
効
率
化
を
考
え
、
公
共
下
水

道
の
整
備
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

答
　
一
度
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

は
、
住
民
に
と
っ
て
も
市
に
と
っ

て
も
望
ま
し
い
こ
と
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
西
台
地
域
に
公
共
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
接
続

は
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市

街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
都
市
計

画
、
事
業
認
可
の
変
更
な
ど
課
題

が
あ
り
、
今
後
、
市
の
考
え
方
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
な
い
、

市
民
の
意
向
に
沿
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

道
路
の
舗
装
は
計
画
的
に

問
　
　

小
峰
　

　
下
水
道
工
事
完
了

後
、
舗
装
整
備
す
る
際
に
水
道
管

の
点
検
整
備
を
し
、
計
画
的
に
整

備
せ
よ
。

答
　
舗
装
本
復
旧
に
つ
い
て
水
道

部
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

上
福
岡
駅
北
口
の
　
　
　

道
路
舗
装
整
備
を

問
　
　

岩
崎
　

　
東
武
ス
ト
ア
と
西

友
の
間
の
通
路
は
、
雨
が
降
る
と

道幅が狭い葦原中学校脇の通学路


